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日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
国
土
調
査
と
し
て
の
指
定
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…（
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
土
地
利
用
計
画
課
）…
一

告

示
（
海
区
漁
調
）

○
東
京
海
区
に
お
け
る
か
に
か
ご
漁
業
の
制
限
…
…
…
…
…
…
…
一

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
八
十
九
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
と
し

て
指
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

国
土
調
査
指
定
年
月
日

令
和
七
年
八
月
四
日

二

調
査
を
行
う
者
の
名
称

千
代
田
区

三

調
査
地
域

千
代
田
区
神
田
北
乗
物
町
、
神
田
紺

屋
町
、
神
田
富
山
町
、
神
田
西
福
田

町
、
神
田
東
紺
屋
町
、
神
田
東
松
下

町
の
一
部
及
び
神
田
美
倉
町

四

調
査
期
間

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
九
十
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
と
し

て
指
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

国
土
調
査
指
定
年
月
日

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

二

調
査
を
行
う
者
の
名
称

品
川
区

三

調
査
地
域

品
川
区
西
大
井
二
丁
目
の
一
部

品
川
区
東
五
反
田
三
丁
目

四

調
査
期
間

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
九
十
一
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
と
し

て
指
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

国
土
調
査
指
定
年
月
日

令
和
七
年
七
月
十
四
日

二

調
査
を
行
う
者
の
名
称

目
黒
区

三

調
査
地
域

目
黒
区
目
黒
本
町
二
丁
目
の
一
部

目
黒
区
碑
文
谷
一
丁
目
の
一
部

四

調
査
期
間

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

告

示
（
海
区
漁
調
）

◉
東
京
漁
調
指
示
第
七
号

東
京
海
区
（
伊
豆
諸
島
海
域
に
限
る
。
）
に
お
け
る
か
に
か
ご
漁

業
（
以
下
「
こ
の
漁
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

令
和
七
年
九
月
二
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

馬

場

治

（
禁
止
操
業
）

一

こ
の
漁
業
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

㈠

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
使
用
す
る
操
業

㈡

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
操
業

（
承
認
操
業
）

二

こ
の
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
東
京
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

㈠

操
業
区
域

こ
の
漁
業
の
操
業
区
域
は
、
次
の
三
区
域
と
す
る
。

ア

Ａ
区
域

大
島
陸
岸
か
ら
六
海
里
以
内
の
水
域

イ

Ｂ
区
域

利
島
、
新
島
、
式
根
島
及
び
神
津
島
各
島
陸
岸

か
ら
九
海
里
以
内
の
水
域

ウ

Ｃ
区
域

三
宅
島
及
び
御
蔵
島
陸
岸
か
ら
十
海
里
以
内
の

水
域

㈡

承
認
隻
数

こ
の
漁
業
の
操
業
を
承
認
で
き
る
隻
数
は
、
Ａ
区
域
三
隻
、

Ｂ
区
域
六
隻
及
び
Ｃ
区
域
四
隻
を
上
限
と
す
る
。

㈢

種
類
及
び
大
き
さ
の
制
限

甲
幅
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
「
た
か
あ
し
が
に
」
に
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つ
い
て
は
、
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

㈣

使
用
漁
具

こ
の
漁
業
に
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
漁
具
の
規
模
等
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

ア

か
ご
の
大
き
さ

高
さ

百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内

直
径
又
は
幅

二
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内

イ

持
ち
か
ご
数

一
隻
に
つ
き
二
十
個
以
内

ウ

網
目

か
ご
の
網
目
の
目
合
四
寸
目
（
一
二
・
一
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上

エ

浮
標
綱
（
瀬
縄
）
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
以
外
の
も
の
を

使
用
す
る
。

㈤

承
認
書
の
備
付
け
及
び
操
業
旗
章
の
掲
揚

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
の
際
、
使
用
す
る

船
舶
ご
と
に
委
員
会
の
交
付
し
た
承
認
書
を
所
持
す
る
と
と
も

に
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
操
業
旗
章
を
掲
揚
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

㈥

操
業
実
績
報
告
書
の
提
出
義
務

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
船
舶
ご
と
に
委
員
会
が

別
に
定
め
る
操
業
実
績
報
告
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

㈦

取
扱
要
領

こ
の
指
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
漁
業
に
関
す
る
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

三

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和

八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
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